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～北公 Cafe Time～
Vol.12

今年は早い梅雨入りですが、みなさんお元気でお過ごしでしょうか。
ふっと笑顔になれるようなお話を届けていきたいと思いますので、コー
ヒーでも飲みながらお読みくださいませ。
物の道理の分からない人を、「こりゃ死んでも分からんな。」なんて

言いますが、ベトナムでは同じ意味を「死ぬと分かる。」と言うそうで、
ちょっとポジティブで分かる瞬間があるらしい。
岩沢山の峠で大きな鯉のぼりが泳いでいます、大きな口から空気をはら
いっぱい吸い込み、青空の中で雄大に尾を振って泳ぐ様は圧巻です。
しかし、鯉のぼりは長い竿に結わいつけられて、自分でどこにも泳いで
行くことができないと不自由に思っていました。
眼下に見える岩沢堤で泳いでいる鯉を見て、自由に泳ぎまわれてうらや
ましく、いつか自分もあのように泳ぎ回りたいと願っていました。
岩沢堤には、大きな鯉が住んでいます、池の隅々を知り尽くし日向や

木陰、エサ場を泳ぎ一日を過ごしています。 しかし、鯉はこの堤から
出ることもできず、峠の鯉のぼりが大空を泳ぐ姿を見て、自分もいつか
あのようになりたいと思っていました。
ある日の春の嵐が吹荒れるなか、鯉のぼりの綱が外れ大空に舞い上が

りました。 これで自由だと思った瞬間、空気を吸い込めず体はぺしゃ
んこになり岩沢堤に落ちましたが泳げません。
そんな時鯉は、いきなり湖面から宙に浮きあがり、大空を泳げると

思った瞬間、雲間から現れた鷲につかまれたと気づき、ぶるっと身をよ
じったら運良く堤に戻ることができました。
穏やかな春うららのある日、鯉のぼりは洗濯されいつものように大空

を泳ぎ、鯉は気持ちよさそうに湖面に水しぶきをあげ、二匹とも自由と
は何か死なずに悟ったそうです。

「北公 Cafe Time」ですが、今年の５月で掲載１周年となりました。
少しずつですが、「読んでるよ」「面白かったよ」という声を
お聞きして、大変励みになっております。

地域の皆さんで、コラムや小噺、近況を載せたいという方が
居ましたら、公民館にお声がけください。

皆さんのステキなお話をお待ちしております！


